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令
和
３
年
度

通
常
総
会
開
催

「
新
た
な
拠
点
と
し
て
始
動
」
全
議
案
が
可
決

神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
長

就
任
の
ご
挨
拶

令
和
3
年
4
月
３
０

日
（
金
）
神
石
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
書
面
決
議
で
し
た

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
長
に

就
任
し
ま
し
た
、
三
石
伸
一
で
す
。

私
自
身
は
、
神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
時
に

役
場
の
担
当
者
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
協
働
の
意

味
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
運
営
自
体

に
関
わ
る
こ
と
は
初
め
て
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
職
員
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
踏
襲
し
、
新

た
に
策
定
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
新
た
な
や
り
方
を
取
り
入
れ
て
神
石
地
区
の

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
地
区
の
拠
点
と
し
て
、
人
や
団
体
を
繋
ぐ
パ

イ
プ
役
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
考
え
や
想
い
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
や
団
体
で
寄
り
合
う

場
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
お
話
し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
又
、

事
務
所
が
来
て
話
し
や
す
い
場
所
で
な
い
と
い
け
な
い
の
で

誰
で
も
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
ず
は
自
分
が
地
域
で
実
践
し
て
み
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
仕
事
と
し
て
又
は
地
域
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
取
り
組

む
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
て
、
セ
ン
タ
ー
事

業
に
活
か
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
役
場
で
、
こ
れ
か
ら
は
神
石
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
長
と

し
て
精
一
杯
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。神

石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
長

三
石

伸
一

第1号議案 令和2年度神石協働支援センター事業報告について

第2号議案 令和2年度神石協働支援センター一般会計決算報告について

第3号議案 令和2年度神石協働支援センター基金会計決算報告について

第4号議案 令和2年度神石協働支援センター指定管理会計決算報告について

第5号議案 令和3年度神石協働支援センター事業計画（案）について

第6号議案 令和3年度神石協働支援センター一般会計予算（案）について

第7号議案 令和3年度神石協働支援センター基金会計予算（案）について

第8号議案 令和3年度神石協働支援センター指定管理会計予算（案）について

第9号議案 神石協働支援センター協働のまちづくり事業実施要領改正（案）について

第10号議案 令和3年度神石協働支援センター役員選出（案）について

が
、
今
年
は
代
議
員
２

０
名
が
出
席
さ
れ
た
く

さ
ん
の
質
問
や
意
見
を

い
た
だ
き
第
１
号
議
案

か
ら
、
第
１
０
号
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２
８
年
に
神
石

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
が

発
足
し
、
第
1
期
ま
ち

づ
く
り
計
画
が
終
了
し

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
地

域
の
課
題
解
決
に
は
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

２
０
２
５
年
に
は
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
り
、
地
域
の
担
い

手
不
足
に
よ
る
生
活
環

境
に
対
す
る
課
題
が
増

加
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

第
2
期
ま
ち
づ
く
り

計
画
は
、
高
齢
者
の
生

活
支
援
、
災
害
時
の
対

応
体
制
づ
く
り
、
農
業

環
境
の
維
持
お
よ
び
神

石
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
重
点
を
お
き
、

住
民
の
皆
様
の
よ
り
よ

い
生
活
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

令
和
3
年
度
は
農
地

の
維
持
管
理
、
高
齢
者

の
買
い
物
な
ど
の
実
態

調
査
結
果
や
、
地
域
の

農
業
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
有
害
鳥
獣

対
策
を
様
々
な
地
域
団

体
の
活
動
と
連
携
し
、

神
石
地
区
で
の
生
活
環

境
を
維
持
・
継
続
で
き

る
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

神
石
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
で
全
て
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
需
要

（
課
題
）
と
供
給
（
解

決
策
）
を
マ
ッ
チ
ン
グ

・
神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

三
石

伸
一

・
幹
事牧

自
治
振
興
会

山
内

輝
幸

草
木
自
治
振
興
会

石
田

至
正

福
永
自
治
振
興
会

広
田

優

田
頭
自
治
振
興
会

田
中

弘

高
光
自
治
振
興
会

門

秀
雄

古
川
自
治
振
興
会

米
山

正

相
渡
自
治
振
興
会

宮
﨑

征
二

な
が
の
村
自
治
振
興
会

宮
野

元
壮

南
自
治
振
興
会

石
井

秀
夫

・
監
査田

頭
自
治
振
興
会

平
田

博
美

高
光
自
治
振
興
会

宮
野

益
義

し
て
い
く
地
域
の
核
と

し
て
住
民
の
皆
様
が
話

し
や
す
い
、
相
談
し
や

す
い
組
織
や
場
所
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
で
の
生

活
を
維
持
す
る
に
は
、

住
民
の
皆
様
の
相
互
扶

助
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

皆
様
の
こ
れ
ま
で
以

上
の
積
極
的
な
ご
協
力

と
事
業
参
画
を
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
３
年
度
役
員
一
覧



「
町
花
ヒ
ゴ
タ
イ
」

種
蒔
き

折
鶴
献
呈
に
向
け
て

思
い
出
の
歌

懐
か
し
い
歌
を
歌
う
会

令
和
3
年
4
月
7

日
（
水
）
に
「
思
い

出
の
歌
懐
か
し
い
歌

を
歌
う
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

７
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
フ
ェ
イ
ス
シ

ー
ル
ド
を
付
け
て
気

持
ち
よ
く
歌
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
和
の
千
羽
鶴
運
動
に
向
け
て
、
４
月
か
ら
地

域
の
皆
さ
ん
に
折
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
沢
山
の

『
千
羽
鶴
』
が
セ
ン
タ
ー
に
届
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
か
ら
「
千
羽
鶴
を
飾
っ
て
、
皆
さ
ん

に
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う
の
を
知
っ
て

も
ら
う
の
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
声
を
い

た
だ
き
、
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里
ロ

ビ
ー
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

歌
う
会
は
、
毎
月
第

1
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
か
が
や
き

ネ
ッ
ト
11
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
確
認
い
た
だ
く
か
、

神
石
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

①
1
本
に
対
し
50
羽
の
折
り
鶴
の
タ
コ

糸
を
上
部
で
ひ
と
ま
と
め
に
し
ま
す
。

②
一
番
下
の
折
鶴
が
均
等
に
な
る
よ
う

揃
え
た
ら
、
①
の
タ
コ
糸
を
こ
ぶ
結

び
し
て
完
成
で
す
。

今
年
は
会
員
の
皆
さ
ん
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
あ
り
『
32
個
』

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
種
を
蒔
き

ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
久
し

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
方
同

士
が
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

令
和
3
年
4
月
9
日
（
金
）
晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
絶
好
の
種

ま
き
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
『
毎
年
4
月
に

ヒ
ゴ
タ
イ
の
種
を
蒔
き
、
6
月
ま
で

育
て
た
苗
を
無
料
配
布
し
て
町
内
に

町
花
を
増
や
し
て
い
こ
う
。
』
と
い

う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

全
5
回

「
銭
太
鼓
体
験
教
室
」

【
第
2
回
】
5
月
20
日
（
木
）

【
第
3
回
】
5
月
27
日
（
木
）

【
第
4
回
】
6
月
3
日
（
木
）

【
第
5
回
】
6
月
17
日
（
木
）

い
ず
れ
も
、

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所
：
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

じ
ん
せ
き
の
里

持
参
物
：
小
さ
め
の
丸
盆

※

家
に
な
い
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

タ
オ
ル
、
飲
み
物

講

師
：
井
口
ト
シ
コ

先
生

全
６
回

「
や
さ
し
い
中
国
語
講
座
」

【
第
2
回
】
5
月
24
日
（
月
）

【
第
3
回
】
6
月
7
日
（
月
）

【
第
4
回
】
6
月
21
日
（
月
）

【
第
5
回
】
7
月
5
日
（
月
）

【
第
6
回
】
7
月
26
日
（
月
）

い
ず
れ
も
、

9
時
30
分
～
12
時
ま
で

場

所
：
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

じ
ん
せ
き
の
里

定

員
：
先
着

４
名
様

会

費
：
毎
回
３
０
０
円

※

テ
キ
ス
ト
代

持
参
物
：
筆
記
用
具

講

師
：
井
口
寿
雄

先
生

1回のみの参加でも
大丈夫です。

お気軽にご参加
お待ちしています！

ま
だ
ま
だ
、
折
り
紙
は
あ
り
ま
す
の
で
『
折
鶴
』
を
折
っ

て
く
だ
さ
る
方
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

銭太鼓の体験だけではなく

舞踊の体験もあります！


